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1. 食道癌オルガノイドを用いたシスプラチン感受性検査の検討
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3. 胆汁からの胆管癌オルガノイドの樹立とがんゲノム医療への応用2. 膵癌オルガノイドの樹立と新規治療法の開発

胃

膵癌

膵

生検組織から

3例のオルガノイド樹立

最適な治療法の選択

MAPK阻害剤単独

MAPK＋CLU標的治療

CLU発現動態解析

生検組織から

膵癌オルガノイド樹立

新規膵癌治療戦略の確立

手術組織から

2例のオルガノイド樹立

膵癌

抗がん剤耐性化の解明

シスプラチン処理後のc-Jun活性化は術前化学療法による

腫瘍縮小率と相関する傾向が認められた （p=0.067）

胆汁由来の胆管癌

オルガノイド樹立

ゲノムシークエンス

⚫ 治療標的分子の同定

⚫ 抗がん剤感受性予測因子の同定

⚫ 腫瘍の進展・転移予測因子の同定

⚫ 抗がん剤感受性検査の開発

⚫ 悪性形質（浸潤・転移能）の予測

⚫ 臨床予後の予測

60例のオルガノイド樹立に成功 2例のエクソームシークエンスを施行


